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発行責任者
須藤清成

建交労鉄道

岩手地本

建
交
労
岩
手
県
本
部

春
闘
討
論
集
会
・
旗
開
き

19
年
の
運
動
を
総
括
し
、
厳
し
い
情
勢
を
切

り
開
き
要
求
を
前
進
さ
せ
、
強
大
な
県
本
部
建

設
に
向
け
、
春
闘
討
論
集
会
を
２
０
２
０
年
１

月
19
日
、
上
田
公
民
館
視
聴
覚
室
に
て
開
催
い

し
ま
し
た
。

前
日
は
、
宮
古
港
湾
か
ら
青
年
二
人
を
含
め

10
名
で
割
烹
酒
場
Ｔ
Ａ
Ｇ
Ａ
（
多
賀
）

に
て
旗
開
き
を
開
催
し
交
流
し
ま
し
た
。

春
闘
討
論
集
会
講
師
は
、
建
交
労
本
部
書
記

次
長
鈴
木
正
明
氏
が
、
「
平
ボ
デ
ィ
も
海
コ
ン

も
タ
ン
ク
ロ
ー
リ
ー
も
み
ん
な
ト
ラ
ッ
ク
」
と

題
し
て
講
演
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

全
労
働
者
よ
り
ト
ラ
ッ
ク
の
運
転
手
は
賃
金

は
一
割
安
く
、
労
働
時
間
は
二
割
多
く
長
時
間

労
働
で
あ
る
。

貨
物
自
動
車
運
送
業
務
法
一
部
改
正
は
、
深

刻
な
ド
ラ
イ
バ
ー
不
足
と
い
う
実
態
を
前
に
し

て
①
ド
ラ
イ
バ
ー
不
足
②
労
働
条
件
③
賃
金
問

題
が
論
議
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

「
労
働
条
件
改
善
」
を
正
面
に
か
か
げ
、
こ

れ
ま
で
の
荷
主
対
応
よ
り
さ
ら
に
踏
み
込
ん
だ
。

「
法
令
遵
守
」
を
要
求
実
現
の
環
境
を
法
制
度

の
面
か
ら
整
え
て
い
く
こ
と
の
重
要
性
は
組
合

の
奮
闘
に
か
か
っ
て
い
る
。建

交
労
の
職
場
で
要
求

を
確
立
し
て
、
経
営
者
に

提
出
す
る
。
根
拠
に
な
る

の
は
ア
ン
ケ
ー
ト
活
動
で

す
。い

わ
て
県
本
部
の
み
な

さ
ん
が
、
本
気
で
春
闘
を

取
り
組
み
、
賃
上
げ
、
労

働
時
間
の
短
縮
や
職
場
環

境
の
改
善
な
ど
実
利
の
獲

得
を
め
ざ
し
ど
う
春
闘
を

闘
う
の
か
問
わ
れ
ま
す
。

2020年 国民春闘

大幅賃上げ 賃金底上げを

２
０
２
０
春
闘
の
取
り
組
み

３
・
５
春
闘
中
央
集
会

建
交
労
２
０
２
０
春
闘
決
起
集
会

10
時
10
分
衆
議
院
第
一
議
員
会
館

春
闘
共
闘
決
起
集
会
日
比
谷
野
音
終
了
後
銀
座
サ
ウ
ン
ド
デ
モ

春
闘
学
習
会

日

時
３
月
６
日
（金
）
18
時
30
分
～
20
時

場

所
い
わ
て
教
育
会
館
⒉
階
会
議
室

講

演
「
パ
ー
ト
・臨
時
職
員
の
均
等
待
遇
の
実
現
を
め
ざ
し
て
」

講

師
い
わ
て
労
連
事
務
局
長

中
村
健
さ
ん

さ
よ
な
ら
原
発
岩
手
県
市
誘
拐
２
０
２
０

日

時
３
月
７
日

13
時
30
分

会

場
盛
岡
劇
場
メ
イ
ン
ホ
ー
ル

講

演

今
、再
エ
ネ
電
気
を
選
ぶ
意
味
～
自
然
エ
ネ
ル
ギ
が
中
心
の

持
続
可
能
な
世
界
へ

講

師
吉
田
明
子
さ
ん
（
国
際
環
境N

G
O
F
O
E
Ja
p
a
n

エ
ネ
ル
キ
ー
紀
行
変
動
担
当
）

春
闘

全
国
統
一
行
動

3
月
12
日

通
信
労
組

時
限
ス
ト

宣
伝
行
動

17
時
30
分
か
ら
ク
ロ
ス
テ
ラ
ス
前

四
国
電
力
伊
方
原

発
３
号
機
（
愛
媛
県
伊

方
町
）
の
運
転
禁
止
を

求
め
て
、
50
キ
ロ
圏
内

に
住
む
山
口
県
東
部
の

三
つ
の
島
の
住
民
３
人

が
申
し
立
て
た
仮
処
分

の
即
時
抗
告
審
で
、
広

島
高
裁
（
森
一
岳
裁
判

長
）
は
17
日
、
運
転
を

差
し
止
め
る
決
定
を
し

た
。
「
四
国
電
の
地
震

や
火
山
リ
ス
ク
に
対
す

る
評
価
や
調
査
は
不
十

分
だ
」
と
し
、
安
全
性

に
問
題
が
な
い
と
し
た

原
子
力
規
制
委
員
会
の

判
断
は
誤
り
が
あ
る
と

指
摘
。

運
転
禁
止
の
期
間
は
、

山
口
地
裁
岩
国
支
部
で

係
争
中
の
差
し
止
め
訴

訟
の
判
決
言
い
渡
し
ま

で
と
し
た
。

伊
方
３
号
機
の
運
転

を
禁
じ
る
司
法
判
断
は
、

２
０
１
７
年
の
広
島
高

裁
仮
処
分
決
定
以
来
２

回
目
。
伊
方
３
号
機
は

定
期
検
査
の
た
め
停
止

中
。
仮
処
分
は
た
だ
ち

に
法
的
拘
束
力
を
持
つ

た
め
、
今
後
の
司
法
手

続
き
で
覆
ら
な
い
限
り
、

定
期
検
査
を
終
え
て
も

再
稼
働
は
で
き
な
い
。

即
時
抗
告
審
で
住
民

側
は
改
め
て
、
国
内
最

大
規
模
の
活
断
層
「
中

央
構
造
線
断
層
帯
」
に

関
連
す
る
活
断
層
が
原

発
の
沖
合
約
６
０
０
メ
ー

ト
ル
に
あ
る
可
能
性
を

指
摘
。
こ
の
場
合
、
耐

震
設
計
の
も
と
に
な
る

基
準
地
震
動
（
想
定
さ

れ
る
最
大
の
揺
れ
）
は

２
～
３
倍
に
な
り
得
る

と
主
張
し
た
。
一
方
、

四
電
側
は
原
発
付
近
に

活
断
層
が
存
在
し
な
い

こ
と
を
音
波
調
査
な
ど

で
確
認
し
た
と
反
論
。

ま
た
、
住
民
側
は
約

１
２
０
キ
ロ
離
れ
た
阿

蘇
山
（
熊
本
県
）
の
巨

大
噴
火
で
火
砕
流
が
到

達
す
る
リ
ス
ク
を
指
摘
。

さ
ら
に
３
人
が
住
む
島

は
、
事
故
の
際
に
本
土

よ
り
避
難
が
難
し
い
と

予
想
さ
れ
る
の
に
具
体

的
な
避
難
計
画
が
な
い

と
訴
え
た
。
こ
れ
に
対

し
て
四
電
側
は
、
原
発

の
運
用
期
間
中
に
巨
大

噴
火
が
起
き
る
可
能
性

は
小
さ
い
と
主
張
。
避

難
計
画
に
つ
い
て
は
、

重
大
事
故
防
止
の
た
め

の
対
策
を
適
切
に
し
て

い
る
と
反
論
し
て
い
た
。

弁
護
団
長
の
中
村
覚

弁
護
士
は
「
全
面
勝
訴

と
言
っ
て
も
過
言
で
は

な
い
決
定
だ
。
阪
神
・

淡
路
大
震
災
か
ら
25
年

と
な
る
こ
の
日
に
、
地

震
の
問
題
な
ど
を
理
由

に
裁
判
所
が
差
し
止
め

の
決
定
を
出
し
た
こ
と

は
、
地
震
の
脅
威
に
つ

い
て
、
裁
判
所
が
強
く

警
告
し
て
く
れ
た
の
だ

と
思
う
。
本
当
に
よ
か
っ

た
」
ま
た
「
今
回
、
問

題
と
な
っ
た
の
は
中
央

構
造
線
で
、
敷
地
の
す

れ
す
れ
を
通
っ
て
い
る
。

こ
れ
が
動
い
た
場
合
、

大
き
な
事
故
が
起
き
る

と
主
張
し
て
き
た
が
、

四
国
電
力
な
ど
が
見
落

と
し
て
き
た
こ
う
し
た

可
能
性
を
認
め
て
く
れ

た
と
捉
え
て
い
て
、
裁

判
長
に
敬
意
を
表
し
た

い
」
と
述
べ
、
仮
処
分

の
決
定
を
評
価
し
ま
し

た
。

原発ゼロ NO 106

四国電力伊方原発3号機

広島高裁運転を差し止める決定
だれだもができる風邪予防

うがいがスゴイ!!
年末から流行の兆しがを見せ始めたインフルエン

ザや風、新型ウイルスの予防に、初歩的ながら『う

がい』の予防効果がスゴイ!!

菌やウイルスの侵入口になる喉を洗い流すだけで

今年の冬、ダウンする可能性が激減する。

菌、ウイルスとさようなら
喉についたウイルス菌を洗い流してくれる!!

喉の防護機能UP
水分が喉煙幕に潤いを与ええ、ゴロゴロと刺激を与

えることで血行も促進される。

血流が良くなり、喉が持つ防護機能が高まる。

虫歯予防・口臭予防
喉の健康状態だけでなく、口の中の衛生状態が高

まり、虫歯や口臭の予防につながる。

うがいの凄味
〇適度の刺激が粘膜の分泌や血行を盛んにする。

〇喉に潤いを与え、粘膜の働きが弱まるのを防ぐ

〇ホコリなども洗い流す

〇細菌の付着を抑え、定着しにくくする

〇セキを抑えタンを除去。のどの痛みも抑える

〇口臭の発生を防ぐ

〇風邪の予防効果が実証されている

うがい薬を使わず、水うがいが最適!
①水でうがいする ②うがい薬でうがいする

③うがいしない

★ 結果
①「水うがい群」は「うがいしない群」に比べ風邪

発症が４０%減

②「うがい薬でうがい」は、「うがいしない群」と、

大差なし!!

☆風邪等の予防にはうがいが効果的。

うがい薬は殺菌作用で、身体に住み着く善玉まで退

治してしまい、防御反応が弱まると考えられる。

（京都大学のグループ実験より）

少量の塩を水に溶かしてうがいをする塩うがい。

とっても簡単ですが、主な効果は
•風邪、インフルエンザの予防 •風邪を治す •口臭

予防 •虫歯予防 •口内炎を治す

•花粉症の症状を緩和する •痰を取り除く

などがあります。

人間が健康に生きて行く為に126

訃

報

千
葉
七
蔵
義

享
年
80
才
は
２
０
２
０
年
２
月
９
日

10
時
45
分
メ
ー
ル
便
を
バ
イ
ク
で
配
達

中
ト
ラ
ッ
ク
と
激
突
事
故
で
一
時
間
後
逝
去
さ
れ
ま
し
た

謹
ん
で
お
悔
や
み
申
し
上
げ
ま
す

葬
儀
は
12
日
し
め
や
か
に
行
わ
れ
組
合
関
係
者
が
多
く
参
列
さ
れ
ま
し
た

上田公民館春闘学習会
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「常
春
の
楽
園
」

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
を
中
心

に
多
く
の
旅
行
者
が
訪

れ
る
、
カ
ナ
リ
ア
諸
島
。

一
年
中
海
水
浴
が
楽
し

め
る
温
暖
な
気
候
か
ら

「
常
春
の
楽
園
」
と
呼

ば
れ
て
い
ま
す
。

カ
ナ
リ
ア
諸
島
最
大
の

都
市
、
ラ
ス
・
パ
ル
マ

ス
で
６
日
、
テ
ネ
リ
フ
ェ

島
５
日
、
自
炊
し
て
の

観
光
旅
行
。

旧
市
街
ベ
ゲ
タ
地
区

伝
統
的
な
カ
ナ
リ
ア

建
築
の
家
が
建
ち
並
ぶ
、

世
界
遺
産
に
登
録
さ
れ

た
旧
市
街
ベ
ゲ
タ
地
区
。

ラ
ス
・
パ
ル
マ
ス
観
光

の
中
心
地
で
す
。

サ
ン
タ
・
ア
ナ
大
聖
堂

は
、
ベ
ゲ
タ
地
区
の
サ

ン
タ
・
ア
ナ
広
場
前
に

あ
り
ま
す
。
カ
ナ
リ
ア

諸
島
で
最
初
に
建
設
さ

れ
た
教
会
。

バ
ル
コ
ニ
ー
通
り
に

は
、
木
製
の
大
き
な
バ

ル
コ
ニ
ー
が
つ
い
た
開

放
的
な
コ
ロ
ニ
ア
ル
様

式
の
建
物
が
立
ち
並
ん

で
い
ま
す
。
バ
ル
コ
ニ
ー

の
大
き
さ
は
そ
の
家
の

主
人
の
身
分
を
表
し
て

い
の
そ
う
で
す
。
ベ
ゲ

タ
地
区
の
市
場
で
地
元

の
食
材
を
購
入
、
ワ
イ

ン
も
美
味
し
い
。

黄
金
色
の
砂
浜

ラ
ス
・
カ
ン
テ
ラ
ス
・

ビ
ー
チ
は
、
黄
金
色
の

砂
浜
が
約
３
キ
ロ
に
渡

り
続
く
。
徒
歩
圏
内
の

人
気
観
光
ス
ポ
ッ
ト
で

す
。
潮
の
流
れ
が
穏
や

か
で
、
海
水
浴
や
日
光

浴
を
楽
し
ん
で
い
ま
し

た
。奇

跡
的
な
出
会
い

カ
ナ
リ
ヤ
諸
島
で
日
本

人
と
会
っ
た
の
は
鈴
木

氏
だ
け
、
私
た
ち
と
共

通
点
は
岩
手
出
身
。
話

し
を
し
て
い
る
う
ち
に
、

刺
繍
の
話
が
で
た
。
盛

岡
で
友
達
の
娘
さ
ん
が

デ
ン
マ
ー
ク
刺
繍
教
室

を
し
て
い
る
と
話
す
と
、

そ
の
子
の
名
前
を
聞
い

て
、
そ
の
子
は
デ
ン
マ
ー

ク
で
刺
繍
の
勉
強
を
し

た
と
き
に
２
年
間
お
世

話
し
た
と
懐
か
し
く
話

し
て
く
れ
た
。

鈴
木
氏
は
３
月
に
日

本
を
訪
れ
る
。
24
日
盛

岡
で
、
友
人
の
家
族
と

一
緒
に
会
う
こ
と
に
な
っ

て
い
ま
す
。

ケ
ン
ジ
ス
テ
フ
ァ
ン

ス
ズ
キ
氏
は
、
一
関
出

身
デ
ン
マ
ー
ク
国
籍
を

取
得
住
ん
で
52
年
。
環

境
活
動
家
と
し
て
、
現

在
日
本
と
デ
ン
マ
ー
ク

を
行
き
来
し
、
積
極
的

に
講
演
活
動
を
お 

こ
な
っ

て
い
ま
す
。

宿
か
ら
バ
ス
を
乗
り

継
い
で
テ
ル
デ
市
に
、

交
通
網
が
整
備
さ
れ
て

お
り
、
町
か
ら
町
へ
の

移
動
は
も
っ
ぱ
ら
バ
ス

で
す
。
ロ
ー
タ
リ
ー
の

一
隅
に
し
つ
ら
え
た
小

公
園
「
ヒ
ロ
シ
マ
・
ナ

ガ
サ
キ
広
場
」
道
に
迷

い
な
が
ら
た
ど
り
着
い

た
。
こ
じ
ん
ま
り
と
し

て
い
る
が
、
管
理
が
行

き
届
き
清
潔
で
す
。

テ
ル
デ
市
は
、
非
核
宣

言
を
お
こ
な
い
「
ヒ
ロ

シ
マ
・
ナ
ガ
サ
キ
広
場
」

に
ス
ペ
イ
ン
特
有
の
建

物
を
背
に
し
て
、
高
さ

三
メ
ー
ト
ル
、
幅
二
メ
ー

ト
ル
掲
げ
ら
れ
た
碑
か

ら
純
白
の
タ
イ
ル
に
青
々

と
焼
き
付
け
ら
れ
た
文

字
で
憲
法
九
条
の
ス
ペ

イ
ン
語
訳
が
鮮
や
か
に

記
し
て
あ
り
ま
し
た
。

こ
の
高
く
掲
げ
ら
れ
た

碑
と
、
そ
の
そ
ば
に
ス

ペ
イ
ン
語
と
英
語
と
日

本
語
で
刻
ま
れ
た
「
平

和
」
の
文
字
は
、
日
本

国
憲
法
と
そ
の
背
景
と

な
っ
た
広
島
・
長
崎
の

被
爆
体
験
に
捧
げ
ら
れ

た
市
民
の
深
い
平
和
に

対
す
る
信
念
を
力
強
く

表
し
て
い
ま
し
た
。

非
戦
を
誓
っ
た
憲
法

九
条
は
世
界
の
さ
ま
ざ

ま
な
と
こ
ろ
に
影
響
を

及
ぼ
し
て
い
る
の
だ
と

感
じ
、
不
戦
を
を
改
め

て
誓
い
ま
し
た
。
。

日
本
国
憲
法
制
定
後
、

前
文
の
平
和
主
義
と
、

戦
争
を
放
棄
し
一
切
の

戦
力
を
も
た
な
い
と
し

た
第
九
条
の
解
釈
を
曖

昧
に
し
て
次
々
に
変
え
、

自
衛
隊
か
ら
集
団
自
衛

権
ま
で
認
め
て
し
ま
っ

た
日
本
。

自
民
党
安
倍
政
権
は
、

世
界
に
誇
る
憲
法
９
条

改
憲
を
進
め
よ
う
と
し

て
い
ま
す
。
９
条
改
憲

№
！
改
憲
発
議
を
阻
止

す
る
闘
い
が
日
本
全
土

に
ひ
ろ
が
っ
て
い
ま
す
。

改
憲
発
議
に
反
対
す
る

全
国
緊
急
署
名
を
成
功

さ
せ
ま
し
ょ
う
。

ス
ペ
イ
ン

常
夏
の
島

カ
ナ
リ
ヤ
諸
島

須
藤
清
成

貨
物
会
社
で
働
く
労

働
者
と
そ
の
家
族
は
、

長
期
化
す
る
賃
金
抑
制

施
策
に
よ
り
所
得
が
減

少
し
続
け
、
住
宅
ロ
ー

ン
の
返
済
や
教
育
費
の

支
払
い
に
も
困
窮
す
る

深
刻
な
状
況
に
お
か
れ

て
い
ま
す
。

当
組
合
が
Ｊ
Ｒ
と
関

連
で
働
く
す
べ
て
の
労

働
者
を
対
象
に
行
っ
て

い
る
「
２
０
２
０
年
国

民
春
闘
要
求
ア
ン
ケ
ー

ト
」
で
は
、
生
活
実
感

で
「
か
な
り
苦
し
い
」

と
「
や
や
苦
し
い
」
を

あ
わ
せ
て
70
・
８
％
が

生
活
悪
化
を
訴
え
て
い

ま
す
。

さ
ら
に
仕
事
へ
の
不

満
や
不
安
の
項
目
で
は

「
賃
金
が
安
い
」
と
答

え
た
人
が
67
・
８
％
も

お
り
、
労
働
者
の
生
活

実
態
は
年
々
悪
化
し
て

い
る
こ
と
は
明
白
で
す
。

貨
物
会
社
は
、
今
年

度
か
ら
「
社
員
が
安
心

し
て
生
き
生
き
伸
び
伸

び
と
力
い
っ
ぱ
い
働
く

こ
と
が
で
き
る
」
新
人

事
制
度
を
導
入
し
ま
し

た
が
、
そ
の
中
身
は
家

族
手
当
を
基
準
外
賃
金

と
し
て
一
時
金
の
実
質

減
額
や
昇
級
に
お
い
て

一
定
の
基
準
額
に
な
る

と
60
％
し
か
昇
級
し
な

い
な
ど
、
夢
も
希
望
も

な
い
制
度
と
な
っ
て
い

ま
す
。
さ
ら
に
、
評
価

を
取
り
入
れ
社
員
同
士

の
競
争
を
煽
り
格
差
を

つ
け
よ
う
と
し
て
い
ま

す
。当

組
合
は
、
安
全
を

担
う
職
場
・
職
種
に
は

評
価
制
度
は
な
じ
ま
な

い
。
安
全
を
支
え
る
現

業
機
関
で
働
く
多
く
の

社
員
は
プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ

ナ
ル
職
群
と
な
る
が
、

そ
の
職
群
は
賃
金
の
上

昇
が
抑
え
ら
れ
モ
チ
ベ
ー

シ
ョ
ン
が
低
下
す
る
と

し
て
、
交
渉
は
決
裂
し

て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
労
働
者

犠
牲
の
経
営
施
策
を
繰

り
返
す
貨
物
会
社
に
、

「
賃
金
が
安
く
て
生
活

で
き
な
い
」
「
将
来
展

望
が
見
い
だ
せ
な
い
」

と
毎
年
多
く
の
若
年
労

働
者
が
退
職
を
余
儀
な

く
さ
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
新
規
採
用
を

行
っ
て
も
募
集
人
員
に

充
た
ず
、
要
員
不
足
の

職
場
・
職
種
が
拡
大
す

る
な
ど
深
刻
な
現
状
で

す
。
賃
金
引
き
上
げ
、

及
び
労
働
条
件
改
善
な

ど
の
要
求
を
左
記
の
通

り
申
し
入
れ
ま
し
た
。

２
０
２
０
年
４
月
１

日
以
降
の
賃
金
引
き

上
げ
等
の
要
求

①

基
本
給
を
３
６
，

０
０
０
円
引
き
上
げ
る

こ
と
。

②

企
業
内
最
低
賃
金

（
高
卒
初
任
給
）
を
、

基
本
給
に
お
い
て
全
国

一
律
２
２
５
，
０
０
０

円
以
上
と
す
る
こ
と
。

高
年
齢
者
の
雇
用
確

保
の
要
求

真
の
雇
用
継
続
を
行

な
う
制
度
確
立
の
た
め
、

①

定
年
を
満
65
歳
と

す
る
こ
と
。

②

高
年
齢
者
の
働
く

場
を
確
保
す
る
た
め
、

業
務
の
部
外
委
託
を
や

め
直
営
と
し
て
、
職
種
・

職
域
の
拡
大
を
図
る
こ

と
。

③

高
年
齢
者
に
つ
い

て
は
、
本
人
の
希
望
に

基
づ
い
て
、
職
種
の
変

更
を
認
め
る
（
尊
重
す

る
）
と
共
に
、
勤
務
・

労
働
時
間
を
緩
和
す
る

こ
と
。

④

定
年
ま
で
、
賃
金

の
減
額
を
や
め
、
定
期

昇
給
を
含
め
て
１
０
０

％
支
給
す
る
こ
と
。

「
新
し
い
人
事
制
度
」

の
見
直
し
を
。

①
家
族
手
当
を
基
準

内
賃
金
と
す
る
こ
と
。

②
プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ

ナ
ル
職
群
に
職
務
手
当

を
支
給
す
る
こ
と
。

③
昇
級
に
基
本
給
の

基
準
額
を
廃
止
し
、
１

０
０
％
の
昇
給
額
で
昇

級
さ
せ
る
こ
と
。

④
現
行
の
評
価
制
度

は
社
員
に
周
知
さ
れ
て

お
ら
ず
公
平
公
正
と
は

い
え
な
い
。
廃
止
す
る

こ
と
。

要
員
要
求
に
つ
い
て

①

休
日
労
働
を
せ
ず

に
、
年
休
や
特
休
な
ど

の
年
間
休
日
を
完
全
に

消
化
す
る
た
め
、
必
要

要
員
を
確
保
す
る
こ
と
。

②

こ
れ
ま
で
会
社
の

定
め
た
「
基
準
人
員
」

に
も
満
た
な
い
動
力
車

乗
務
員
の
要
員
不
足
は
、

国
土
交
通
省
か
ら
も
指

摘
さ
れ
て
き
た
と
こ
ろ

で
あ
る
が
、
今
後
５
年

間
の
定
年
退
職
者
数
と
、

新
規
採
用
・
養
成
計
画

数
を
、
明
ら
か
に
す
る

こ
と
。

着
替
え
時
間
を
労
働

時
間
に

労
働
時
間
短
縮
・
休

日
・
休
暇
制
度
等
の

要
求

乗
務
員
勤
務
作
成
上

の
規
制
要
求

安
全
・
安
定
輸
送
を

確
保
す
る
こ
と

以
上

20
国
民
春
闘

３
６
．０
０
０
円
賃
金
上
げ
要
求

ア
フ
リ
カ
大
陸
の
北
西
に
浮
か
ぶ
テ
ネ
リ
フ
ェ
島
や
グ
ラ
ン
カ
ナ
リ
ア

島
な
ど
か
ら
な
る
7
つ
の
島
々
、
ス
ペ
イ
ン
の
カ
ナ
リ
ア
諸
島
に
、
緑
川

君
が
退
職
旅
行
に
と
、
一
緒
に
２
週
間
の
旅
を
し
ま
し
た
。

大
西
洋
か
ら
突
き
出
す
よ
う
に
で
き
た
火
山
島
で
あ
る
カ
ナ
リ
ア
諸
島

は
、
年
間
平
均
気
温
が
21
℃
と
温
暖
で
過
ご
し
や
す
い
こ
と
か
ら
、
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
の
ハ
ワ
イ
。
リ
ゾ
ー
ト
地
と
し
て
人
気
の
場
所
で
す
。

４
つ
の
国
立
公
園
と
３
つ
の
世
界
遺
産
を
抱
え
、
透
明
度
の
高
い
海
と

白
い
砂
浜
の
ビ
ー
チ
、
富
士
山
ク
ラ
ス
の
高
さ
を
持
つ
テ
ル
デ
山
、
火
山

噴
火
に
よ
っ
て
で
き
た
奇
岩
な
ど
、
ワ
イ
ル
ド
な
自
然
と
リ
ゾ
ー
ト
の
両

方
を
楽
し
め
る
ス
ポ
ッ
ト
と
な
っ
て
い
ま
し
た
。

井
の
中
の
蛙
つ
ぶ
や
く

独
り
言

七

遺
伝
子
組
み
換
え･

遺
伝
子
編
集

こ
れ
も
て
は
や
す
マ
ス
コ
ミ
、
学
者

良
い
こ
と
ば
か
り
言
っ
て
は
い
る
が

遺
伝
子
い
じ
ら
れ
生
き
物
嫌
が
る

遺
伝
子
い
じ
っ
た
そ
の
結
末
は

10
年
20
年
経
っ
て
出
て
く
る

枯
葉
剤
を
あ
び
た
ベ
ト
ナ
ム
兵
士

子
ら
孫
た
ち
に
奇
形
が
多
発

つ
わ
り
を
軽
く
す
る
魔
法
の
薬

生
ま
れ
た
娘
は
17
年
後
に
膣
ガ
ン
に

化
学
薬
品
の
罪
は
深
い

ご
意
見
歓
迎

い
の
旬

大
西
洋
の
島
に
「
9
条
の
碑
」

サンタ・アナ大聖堂

憲法九条のスペイン語

ケンジ ステファン スズキ

ラス・カンテラス・ビーチ

バルコニー通り


